
手洗い手洗い//手指衛生の手指衛生の

重要性と方法重要性と方法



学習内容学習内容

●●手洗い手洗い//手指衛生の重要性手指衛生の重要性

●●手洗い手洗い//手指衛生の方法手指衛生の方法



●コリネバクテリウム属菌

●コアグラ―ゼ陰性ブドウ球菌

●プロピオニバクテリウム属菌

●アシネトバクター属菌

●20分で2倍に

●40分で4倍に

●●皮膚の常在菌皮膚の常在菌叢叢

●●細菌の増殖細菌の増殖

●●個人の個人の手指の手指の衛生保持は非常に重要衛生保持は非常に重要

常在菌常在菌叢叢



●●ケア中に細菌が付着 手の上で繁殖

通過菌叢通過菌叢

●●通過菌叢通過菌叢

●大腸菌

●緑膿菌

●●カンジダ属菌

●●ウイルス

●●定着しない



いつ手いつ手指の汚染除去を指の汚染除去をする必要があるか？する必要があるか？

●●患者と接触する前患者と接触する前

●●患者と接触した後患者と接触した後

●●手袋をはずした後手袋をはずした後

●●汚染汚染したした可能性がある場合可能性がある場合

手指衛生の原則は手指衛生の原則は
「一処置一手指衛生」「一処置一手指衛生」

●自分自身を病原体から守るため
●手指を介して院内で病原体の伝播・拡散を防ぐ



●●以下のものに接触した場合には手洗以下のものに接触した場合には手洗いい

／手指衛生を行う／手指衛生を行う

●血液・体液

●粘膜

●正常でない皮膚

●汚染した医療器具

いつ手いつ手指の汚染を除去指の汚染を除去する必要があする必要があるるか？か？



手洗いの手順手洗いの手順（（11））

液体石けんを使います。
手の表面をまんべんな

くこすります。

手のひらを合わせて、
よく洗います。

手の甲をこすります。指先、爪の間を洗います。

お湯、または水で手をぬらします。



手洗いの手順手洗いの手順（（22））

指の間も十分に洗ってください。

ペーパータオルで

手をふきます。

ペーパータオルを使って、水道

の蛇口を閉めます。直接蛇口に触れて、

再び手を汚さないようにしてください。

両手の手首も洗います。

全ての表面がきれいになるように、

15秒間ぐらい時間をかけます。

よくすすぎます。



速乾性擦式アルコール製剤による速乾性擦式アルコール製剤による

手指衛生の手順手指衛生の手順

①① 手掌に薬剤を十分量とる手掌に薬剤を十分量とる

②② 両手掌に広げて擦り込む両手掌に広げて擦り込む

③③ 両手指先と爪の周囲に擦り込む両手指先と爪の周囲に擦り込む

④④ 手の甲全体に広げ擦り込む手の甲全体に広げ擦り込む

⑤⑤ 指間、拇指とその周囲に擦り込む指間、拇指とその周囲に擦り込む

⑥⑥ 両手首に擦り込む両手首に擦り込む



手指衛生の種類手指衛生の種類

●目に見える汚れがあるとき目に見える汚れがあるとき

●非抗菌石けんと流水、または抗菌石けんと流水

で手洗いの手順通りていねいに手を洗う

●ディスペンサーに入った液体石けんを使う

（注ぎ足しはしない）

●●目に見える汚れがないとき目に見える汚れがないとき

●手が汚物や油、体液などで汚染されていない

ときは速乾性擦式アルコール製剤を用い、

手洗いと同様の手技で十分擦り込む



まとめまとめ

病原病原菌菌の伝播拡散を防止するためにの伝播拡散を防止するために

手の清潔に十分に注意することは自手の清潔に十分に注意することは自

分自身はもちろん分自身はもちろん患者患者や家族を感染や家族を感染

から守りますから守ります



Q & AQ & A
●手荒れを防ぐために、手洗い後にはペー手荒れを防ぐために、手洗い後にはペー
パータオルで水分を軽く拭き取り、自然パータオルで水分を軽く拭き取り、自然
乾燥するよう指導しました。この指導は乾燥するよう指導しました。この指導は
正しいですか？正しいですか？

YESYES ○○N ON O

手荒れを防ぐためには、ペーパータオルで十分手荒れを防ぐためには、ペーパータオルで十分
水分を拭き取り、完全に手指を乾燥させること水分を拭き取り、完全に手指を乾燥させること
が重要であるが重要である
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